
育つ 育てる 

  

今年度最後の園だよりになりました。「今年度最後」を意識する季節でもありま

す。 

 この時期は、いろいろな場面で子どもたちの成長を感じます。4 月は入園した

ばかりの年少さんのお手伝いに一生懸命だった年長さんも、頑張る年下のお友だ

ちのことを見守り「できたね」と認める言葉をかけていたり、泣いている人に、

すぐに「どうしたの？」と言うのではなく、ちょっと様子を見て声かけが必要か

どうか考えてから声をかけたり、大人顔負けの姿を見ることもあります。 

 おうちの方は、私たちよりもっとお子さんの成長を感じることでしょう。 

誕生日会で、お腹にいたとき、初めて顔を見たとき、赤ちゃんの頃のことなど、

思い出して涙ぐむ方も少なくありません。それは、妊娠・出産にただただ喜びや

幸せを感じたり、親としての責任感に不安になっていたりしていたことを思い出

しているのではないかと思います。 

 また、その成長の道筋は一人ひとり違って当たり前ですが、誰もが感じること

の中に「教えていないのに」できるようになったことがたくさんありますね。寝

返りをうつ、つかまり立ち、つたい歩き、一人で立つ、初めの一歩・・・。これ

はまさに「自分で自分を育てる」姿です。 

 

 幼稚園で、すべての活動を「お仕事」と呼んでいるのは、子どもが「自分で自

分を育てる」お仕事をしているからです。子どもはこの「お仕事」をしながら育

っていくのです。親は「いい子に育てなければ」ということが親の「お仕事」に

なってしまっているかもしれませんが、親が思うようには進まないことが多くあ

ります。幼児期にあっては、大人の手助けが必要なことがまだまだありますが、

子どもにも「こうやりたい」「こうなりたい」という思いもあります。子どもの声

にならない内面から出る「育つ力」を応援したいものです。 

 育てる責任もありますが、育つ力を信じて応援できるのも親や周りの大人の大

事な「お仕事」だと思います。そして、子育てに頑張る方々を応援することが幼

稚園の「お仕事」でもあると思っています。 

 卒園するお子さんとその親御さん、進級するお子さんとその親御さんを 

ずっと応援していきます。 
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